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院長あいさつ
多目的医療用ヘリ

ふたば医療センター附属病院　
��� 院長　谷川　攻一

福島県ふたば医療センター附属病院　
��� 副院長　木下　弘壽　

副院長あいさつ

　今回は当院に配備されている多目的医療用ヘリ
コプターについて紹介します。
　医療用ヘリコプターというと「ドクターヘリ」
を思い浮かべる方がほとんどでしょう。ドクター
ヘリでは急病や怪我が発生した現場に専門の医療
チームが急行し、迅速に救命処置を行うことに
よって患者さんの救命率向上や後遺症軽減を目指
します。瀕死の状態にある患者さんの治療に特化
しているのがドクターヘリです。
　一方、多目的医療用ヘリは「多目的」という名
のごとく、様々な目的で使用することができるの
が特徴です。勿論、患者さんの搬送も行います
が、その他にも、医療スタッフの移動搬送や脳死
ドナーから摘出された臓器の搬送も担います。ま
た、昨年は新型コロナウィルスワクチンを中通り
から浜通りの医療機関へ送り届けました。多目的
医療用ヘリコプターは２０１８年の運航開始から４

年間で合計２０８件の出動を行っています。ちなみ
に、ヘリコプターは最高速度２５０㎞/時を超える
スピードで飛行することができます。富岡町から
いわき市まで十数分、郡山まで２０分弱で到着で
きます。阿武隈高地も一っ飛びです。多目的医療
用ヘリは双葉地域、浜通りの地理的不利を克服す
る上で強力な搬送・移動手段となっています。
　さて、当院は今年４月に開設５年目を迎えまし
た。宮川明美診療部長は総合診療の勉強のために
今年度１年間は北福島医療センターに出向してい
ます。一方、木下弘壽先生（前職、横浜労災病院
救命救急センター長）が副院長として着任しまし
た。令和４年度は１０名の新規採用や異動職員も
加え新たな体制となります。引き続き、双葉郡の
皆さんの健康のセーフティーネットとして尽力す
る所存です。よろしくお願いいたします。
 � ２０２２年６月

　今年４月からふたば医療センター附属病院で勤
務することになった木下弘壽です。出身は神奈川
県で３月までは横浜労災病院で救急を担当してい
ました。福島は妻が大熊町出身で次男は大野病院
で生まれています。震災前までは子供たちと妻の
実家にきていましたが、震災後は、訪れる機会が
ありませんでした。
　今回、ご縁でふたば医療センター附属病院に勤
務することになりました。４月に富岡町に引っ越
してきてから夜ノ森の桜並木・５月１０日の富岡
町文化交流センターで行われた大友良英コンサー

トを楽しませてもらいました。４月からの勤務で
は小児のコロナワクチンを担当させてもらいまし
た。
　当地域にも小児の患者さんや高齢の帰還患者さ
んがいらっしゃることがよくわかり、当地域での
救急医療と当院を含めて適切な入院医療機関への
振り分けの重要性が理解できました。
　地域の方が安心して医療を受けられるようにお
手伝いしたいと考えていますのでよろしくお願い
します。
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薬剤部

事務部（総務・医事）

　当院の薬剤部は、外来患者さんへの薬の調剤・説明はもちろん、入院患者さんの持参薬鑑別や注射薬の準備
等の調剤業務、出前講座等の地域医療への参画など双葉地域の健康を守れるようにサポートさせていただいて
います。
　スタッフは、親切・丁寧、知識が豊富な三瓶薬剤技師、若さにあふれ、勉強熱心な天野薬剤技師、助手の 3
名です。
　患者さんが治療に心配・不安・疑問のない医療を提供することを目標に、処方されるお薬が一人ひとりに合っ
ているか常に検討しています。
　双葉地域の住民及び復興事業に従事する方が安心して生活できる支えとなれるよう、日々努力して参ります。
どうぞよろしくお願い致します。

　当院の事務部は、医師や看護師をはじめとする医療従事者が患者さんの診療・治療に邁進できるよう縁の下
の力持ちとして、病院現場の「環境」を支えています。
　業務は、総務業務と医事業務があります。
　主な業務として総務は、資産管理や施設運営、契約（委託）事務、職員の給与や福利厚生などを担当してお
り、医事は、診療報酬請求や医療費支払の管理・督促、診療材料の発注などを担当しております。
　引き続き、事務職員一丸となって、医療の最前線で働く職員をサポートしながら、双葉地域の復興に貢献し
てまいります。

部門紹介 ～薬剤部・事務部～ vol.４



ふたばのあゆみ

こちらのQRコード
より Twitter のホーム
画面に飛べます！

　公式Twitterではふたば医療センター附属病院の取り組みや出来事を報告しています。
　ふたば医療センター附属病院の取り組みをもっと知りたい方、どんな雰囲気の病院か知りたい方
などぜひご覧ください！フォローやリツイート、いいねも大歓迎です！

２月25日２月25日
ＢＬＳ研修ＢＬＳ研修

４月21日４月21日
広島大学病院長視察広島大学病院長視察

福島県ふたば医療センター附属病院

〒979-1151 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚817-1
電話 0240-23-5090／FAX 0240-23-5091
ホームページ
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/futaba/

編集後記 ～タイトルに込めた思い～

Lien（りあん）はフランス語で「人と人をつなげる」

という意味があります。

最近、緑の穂を揺らす海風に吹かれながら犬の散歩を

していた子供のころを思い出します。あの頃はこんな風

になるとは微塵も思いませんでした。時を戻すことはで

きませんが、震災で失ったもの、途切れてしまったもの

を少しずつでも紡いでいけたらとの思いを込めて「りあ

ん」と名付けました。

－今回の表紙－
　当院の多目的医療用ヘリの写真
です。福島県が導入した医療用の
ヘリコプターで、双葉地域の救急
医療の質の向上に大きく貢献して
います。

福島県ふたば医療センター附属病院
〒979-1151　福島県双葉郡富岡町大字本岡王塚 817-1
電話　０２４０-２３-５０９０／FAX　０２４０-２３-５０９１
ホームページ
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/futaba/

３月22日３月22日
防火避難訓練防火避難訓練

　今年の４月より６名の看護師がふたば医療セン
ター附属病院に採用・異動となりました。
　それぞれ今まで働いていた場所は違いますが、
看護師として働いてきた志や思いは変わりありま
せん。配属になってから日が浅く、不慣れなこと
があると思いますが、地域に根差した看護を提供
していきます。
　どうぞよろしくお願い致します。

新規・異動看護師紹介新規・異動看護師紹介


